
　

道

下

　

徳

成

（

み

ち

し

た

　

な

る

し

げ

）

政

策

研

究

大

学

院

大

学

　

理

事

・

副

学

長

・

教

授

　

１

９

９

０

年

筑

波

大

学

第

三

学

群

国

際

関

係

学

類

卒

業

、

防

衛

庁

防

衛

研

究

所

入

所

。

２

０

０

０

年

防

衛

庁

防

衛

局

防

衛

政

策

課

研

究

室

部

員

。

２

０

０

０

年

韓

国

慶

南

大

学

校

極

東

問

題

研

究

所

客

員

研

究

員

。

２

０

０

１

年

防

衛

庁

防

衛

研

究

所

主

任

研

究

官

。

２

０

０

４

年

内

閣

官

房

副

長

官

補

（

安

全

保

障

・

危

機

管

理

担

当

）

付

・

参

事

官

補

佐

。

２

０

０

７

年

政

策

研

究

大

学

院

大

学

助

教

授

。

２

０

１

４

年

政

策

研

究

大

学

院

大

学

教

授

。

２

０

１

５

年

ウ

ッ

ド

ロ

ー

・

ウ

ィ

ル

ソ

ン

・

セ

ン

タ

ー

・

ジ

ャ

パ

ン

ス

カ

ラ

ー

。

専

門

は

、

戦

略

論

、

日

本

の

安

全

保

障

政

策

、

朝

鮮

半

島

の

安

全

保

障

。

著

書

に

『

北

朝

鮮

　

瀬

戸

際

外

交

の

歴

史

―

―

１

９

６

６

～

２

０

１

２

年

』

（

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

）

な

ど

。

　

か

つ

て

な

い

頻

度

で

ミ

サ

イ

ル

の

発

射

実

験

を

繰

り

返

す

北

朝

鮮

。

複

数

の

ミ

サ

イ

ル

の

同

時

発

射

、

ロ

フ

テ

ッ

ド

軌

道

に

よ

る

発

射

、

低

空

を

変

則

軌

道

で

飛

翔

す

る

ミ

サ

イ

ル

開

発

な

ど

、

北

朝

鮮

の

ミ

サ

イ

ル

能

力

は

飛

躍

的

に

向

上

し

て

い

る

。

中

国

に

よ

る

海

洋

進

出

、

台

湾

海

峡

の

軍

事

的

緊

張

、

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

な

ど

、

戦

後

最

も

厳

し

い

と

言

わ

れ

る

我

が

国

の

安

全

保

障

環

境

の

中

で

、

ど

の

よ

う

な

対

処

が

求

め

ら

れ

る

の

か

。

政

策

研

究

大

学

院

大

学

副

学

長

の

道

下

徳

成

氏

に

寄

稿

し

て

い

た

だ

い

た

。

北朝鮮の新型ＩＣＢＭ級ミサイル「火星�型」

（防衛省資料より）

　

リ

ム

パ

ッ

ク

に

参

加

す

る

海

自

護

衛

艦

「

い

ず

も

」

（

右

）

と

米

海

軍

「

エ

セ

ッ

ク

ス

」

。

存

立

危

機

事

態

を

想

定

し

た

訓

練

が

行

わ

れ

た

（

７

月

�

日

、

ハ

ワ

イ

沖

）

＝

米

海

軍

提

供

（防衛省資料より）

（注１）上記の図は、便宜上平壌を中心に、各ミサイルの到達可能距離を概略のイメージとして示したもの

（注２）「　　」は北朝鮮の呼称

（注３）ＩＣＢＭ級弾道ミサイル「火星�」の射程は、弾頭の重量等によっては���㎞以上に及ぶ可能

性があるが、仮に平壌を中心とする���㎞の距離を計算した場合、アフリカ大陸の全土や南米

大陸の一部を含む
（令和４年版「防衛白書」より）

　日米韓による対潜戦訓練。（前から）米海軍の

潜水艦、空母「ロナルド・レーガン」、韓国海軍

「ムンム・デワン」護衛艦「あさひ」

（９月３０日、日本海）＝米海軍提供

　

ス

ト

ッ

ク

ホ

ル

ム

国

際

平

和

研

究

所

（

Ｓ

Ｉ

Ｐ

Ｒ

Ｉ

）

に

よ

る

と

、

北

朝

鮮

は

完

成

し

た

核

兵

器

を

約

�

発

保

有

し

、

こ

れ

も

含

め

核

兵

器

�

～

�

発

分

の

核

物

質

を

保

有

し

て

い

る

。

ま

た

、

Ｊ

ａ

ｎ

ｅ

ｓ

は

、

北

朝

鮮

が

７

０

０

～

１

０

０

０

発

の

弾

道

ミ

サ

イ

ル

を

保

有

し

、

う

ち

�

％

が

短

距

離

の

ス

カ

ッ

ド

級

、

�

％

が

準

中

距

離

の

ノ

ド

ン

級

、

残

り

�

％

が

中

・

長

距

離

の

も

の

で

あ

る

と

推

定

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

２

０

２

２

年

に

は

一

年

間

で

北

朝

鮮

は

少

な

く

と

も

�

発

と

い

う

、

こ

れ

ま

で

で

最

多

の

ミ

サ

イ

ル

を

発

射

し

た

。

　

近

年

、

北

朝

鮮

は

、

①

生

存

性

の

向

上

、

②

即

応

性

の

向

上

、

③

長

射

程

化

、

④

ミ

サ

イ

ル

防

衛

網

の

突

破

力

の

向

上

を

重

視

し

て

ミ

サ

イ

ル

開

発

を

進

め

て

き

た

。

生

存

性

の

向

上

に

つ

い

て

は

、

地

上

で

は

多

く

の

ミ

サ

イ

ル

を

移

動

式

と

し

、

海

中

に

は

弾

道

ミ

サ

イ

ル

搭

載

潜

水

艦

を

配

備

し

て

い

る

。

即

応

性

の

向

上

に

つ

い

て

は

、

固

体

燃

料

を

用

い

た

ミ

サ

イ

ル

の

配

備

を

進

め

る

こ

と

で

、

燃

料

注

入

な

ど

に

時

間

が

か

か

ら

な

く

て

す

む

よ

う

に

し

て

き

て

い

る

。

長

射

程

化

に

つ

い

て

は

、

グ

ア

ム

や

ハ

ワ

イ

、

そ

し

て

米

国

本

土

に

届

く

ミ

サ

イ

ル

の

発

射

実

験

を

繰

り

返

し

て

い

る

。

最

後

に

ミ

サ

イ

ル

防

衛

網

の

突

破

力

の

向

上

に

つ

い

て

は

、

飽

和

攻

撃

の

た

め

の

複

数

の

ミ

サ

イ

ル

の

同

時

発

射

訓

練

、

ロ

フ

テ

ッ

ド

軌

道

を

と

る

形

で

の

ミ

サ

イ

ル

発

射

実

験

、

低

空

を

変

則

的

な

軌

道

で

飛

翔

す

る

ミ

サ

イ

ル

の

開

発

な

ど

を

進

め

て

い

る

。

　

こ

う

し

た

な

か

、

日

米

韓

３

カ

国

の

安

全

保

障

協

力

は

、

こ

れ

ら

３

つ

の

課

題

に

対

処

す

る

た

め

に

重

要

な

役

割

を

果

た

す

こ

と

に

な

る

。

　

第

一

に

、

危

機

時

あ

る

い

は

戦

時

に

北

朝

鮮

の

脅

迫

に

屈

す

る

こ

と

な

く

、

日

米

両

国

が

韓

国

防

衛

に

協

力

す

る

た

め

に

は

、

日

米

韓

が

緊

密

に

作

戦

上

の

協

力

を

行

え

る

よ

う

準

備

を

し

て

お

く

必

要

が

あ

る

。

そ

の

意

味

で

、

昨

年

、

日

米

韓

が

共

同

で

、

８

月

に

は

ハ

ワ

イ

沖

で

ミ

サ

イ

ル

防

衛

訓

練

を

、

９

月

に

は

日

本

海

で

対

潜

水

艦

訓

練

を

実

施

し

た

こ

と

は

特

筆

す

べ

き

で

あ

る

。

ま

た

、

日

韓

関

係

が

良

好

で

は

な

い

こ

と

か

ら

、

日

本

国

内

で

「

な

ぜ

韓

国

を

守

る

た

め

に

日

本

が

犠

牲

を

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

か

」

な

ど

の

議

論

が

ソ

ー

シ

ャ

ル

メ

デ

ィ

ア

で

沸

き

起

こ

る

こ

と

も

予

想

さ

れ

る

の

で

、

日

韓

の

外

交

関

係

の

改

善

や

民

間

交

流

の

活

発

化

な

ど

の

た

め

の

努

力

も

必

要

と

な

ろ

う

。

　

第

二

に

、

偶

発

的

エ

ス

カ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

リ

ス

ク

へ

の

対

応

に

つ

い

て

も

、

日

米

韓

で

の

議

論

の

深

化

が

望

ま

れ

る

。

日

本

は

韓

国

の

防

衛

に

深

く

関

与

し

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら

、

平

時

に

お

け

る

朝

鮮

半

島

の

安

全

保

障

環

境

に

つ

い

て

も

無

関

心

で

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

。

平

時

か

ら

グ

レ

ー

ゾ

ー

ン

、

そ

し

て

戦

時

に

至

る

い

か

な

る

状

況

に

対

し

て

も

、

日

米

韓

が

緊

密

に

協

力

し

つ

つ

対

応

で

き

る

態

勢

を

整

え

る

必

要

が

あ

る

。

ま

た

、

今

回

の

安

全

保

障

政

策

見

直

し

で

、

日

本

は

敵

領

域

内

へ

の

攻

撃

能

力

を

保

有

す

る

こ

と

を

示

し

た

。

北

朝

鮮

に

対

す

る

い

か

な

る

攻

撃

作

戦

で

あ

っ

て

も

、

日

本

は

目

標

情

報

の

共

有

や

役

割

分

担

な

ど

に

つ

い

て

米

韓

両

国

と

緊

密

に

連

携

し

つ

つ

実

施

す

る

こ

と

に

な

る

。

ま

た

、

北

朝

鮮

に

制

裁

な

ど

で

圧

力

を

か

け

、

ま

た

、

同

国

の

軍

事

脅

威

に

も

対

応

し

つ

つ

、

誤

認

に

よ

る

軍

事

衝

突

な

ど

が

発

生

し

な

い

よ

う

、

信

頼

醸

成

措

置

な

ど

も

模

索

す

る

必

要

が

あ

ろ

う

。

　

最

後

に

、

台

湾

防

衛

に

関

し

て

日

米

韓

が

ど

の

よ

う

に

役

割

分

担

す

る

か

も

議

論

す

る

必

要

が

あ

る

。

今

後

、

日

米

両

国

が

台

湾

防

衛

の

た

め

に

一

層

注

力

せ

ざ

る

を

得

な

く

な

る

と

、

日

米

両

国

の

韓

国

防

衛

へ

の

コ

ミ

ッ

ト

メ

ン

ト

は

低

下

せ

ざ

る

を

え

な

い

。

ま

た

、

韓

国

が

直

接

的

に

台

湾

防

衛

へ

の

コ

ミ

ッ

ト

メ

ン

ト

を

強

化

す

る

と

い

う

の

は

非

現

実

的

で

あ

ろ

う

。

と

す

れ

ば

、

今

後

、

韓

国

が

朝

鮮

半

島

の

安

全

保

障

確

保

に

お

い

て

、

よ

り

大

き

い

役

割

を

担

い

、

日

米

両

国

は

台

湾

海

峡

に

多

少

フ

ォ

ー

カ

ス

を

シ

フ

ト

さ

せ

る

と

い

う

方

向

に

向

か

う

こ

と

に

な

る

で

あ

ろ

う

。

そ

う

な

れ

ば

、

日

米

韓

で

役

割

・

任

務

・

能

力

の

分

担

を

ど

の

よ

う

に

再

構

築

す

る

か

が

重

要

な

課

題

と

な

る

。

　

冷

戦

後

こ

れ

ま

で

、

東

ア

ジ

ア

に

お

い

て

は

米

韓

と

日

米

と

い

う

２

つ

の

同

盟

を

朝

鮮

半

島

の

安

全

保

障

の

た

め

に

貼

り

付

け

る

と

い

う

贅

沢

な

対

応

が

可

能

と

な

っ

て

い

た

。

し

か

し

、

こ

れ

か

ら

は

対

処

す

べ

き

戦

域

が

朝

鮮

半

島

と

台

湾

海

峡

の

２

つ

に

な

り

、

し

か

も

台

湾

海

峡

で

対

峙

す

る

相

手

は

世

界

第

二

位

の

経

済

大

国

と

い

う

厳

し

い

状

況

で

あ

る

。

そ

の

意

味

で

も

、

今

後

、

日

米

韓

の

安

全

保

障

協

力

、

そ

し

て

、

よ

り

広

範

な

協

力

関

係

を

緊

密

化

さ

せ

、

各

種

の

事

態

に

お

け

る

役

割

分

担

の

あ

り

方

や

、

限

ら

れ

た

防

衛

資

源

を

最

大

限

に

活

用

す

る

た

め

の

協

力

の

あ

り

方

を

模

索

し

て

い

く

こ

と

が

不

可

欠

と

な

る

。

　

北

朝

鮮

の

核

・

ミ

サ

イ

ル

能

力

が

向

上

し

た

こ

と

に

、

少

な

く

と

も

３

つ

の

重

要

な

変

化

が

起

き

つ

つ

あ

る

。

第

一

は

、

日

米

同

盟

の

対

韓

防

衛

コ

ミ

ッ

ト

メ

ン

ト

の

制

約

で

あ

る

。

現

在

、

米

国

は

韓

国

と

同

盟

関

係

を

結

び

、

戦

時

に

は

韓

国

を

助

け

て

一

緒

に

戦

う

体

制

を

と

っ

て

い

る

。

ま

た

、

日

本

も

米

軍

に

基

地

を

提

供

す

る

と

と

も

に

、

自

衛

隊

が

米

軍

を

支

援

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

特

に

集

団

的

自

衛

権

が

行

使

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

、

自

衛

隊

は

重

要

性

の

高

い

、

機

雷

掃

海

な

ど

の

戦

闘

任

務

を

担

う

こ

と

も

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

し

か

し

、

多

数

の

核

兵

器

や

射

程

の

長

い

ミ

サ

イ

ル

を

保

有

す

る

よ

う

に

な

っ

た

北

朝

鮮

は

、

米

国

や

日

本

に

対

し

、

「

韓

国

を

助

け

る

の

で

あ

れ

ば

米

国

や

日

本

を

核

攻

撃

す

る

」

「

ソ

ウ

ル

を

守

る

た

め

に

ワ

シ

ン

ト

ン

や

東

京

を

犠

牲

に

す

る

の

か

」

な

ど

と

脅

し

を

か

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

も

ち

ろ

ん

、

米

国

は

北

朝

鮮

よ

り

遙

か

に

多

く

の

核

兵

器

を

持

っ

て

い

る

た

め

、

北

朝

鮮

が

実

際

に

核

兵

器

を

使

用

す

る

可

能

性

は

高

く

な

い

。

し

か

し

、

こ

の

よ

う

な

脅

し

を

受

け

た

場

合

、

米

国

や

日

本

の

国

民

や

指

導

者

は

、

一

定

の

犠

牲

を

覚

悟

し

て

で

も

韓

国

を

支

援

す

る

の

か

ど

う

か

、

厳

し

い

選

択

を

迫

ら

れ

る

こ

と

に

な

る

。

　

第

二

に

、

偶

発

的

エ

ス

カ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

リ

ス

ク

の

高

ま

り

で

あ

る

。

近

年

、

北

朝

鮮

が

核

・

ミ

サ

イ

ル

能

力

を

向

上

さ

せ

て

い

る

の

に

対

抗

し

て

、

米

韓

両

国

は

即

時

縦

深

攻

撃

能

力

を

強

化

し

て

お

り

、

例

え

ば

、

北

朝

鮮

に

核

・

ミ

サ

イ

ル

使

用

の

兆

候

が

み

ら

れ

た

ら

�

分

以

内

に

先

制

攻

撃

す

る

と

い

う

「

キ

ル

・

チ

ェ

ー

ン

」

を

開

発

す

る

な

ど

し

て

い

る

。

ま

た

、

戦

時

に

北

朝

鮮

が

核

兵

器

を

使

用

し

よ

う

と

す

る

場

合

、

そ

の

承

認

権

者

で

あ

る

金

正

恩

を

除

去

し

、

核

兵

器

の

使

用

を

防

ぐ

と

い

う

斬

首

作

戦

も

オ

プ

シ

ョ

ン

に

な

っ

て

い

る

。

こ

こ

で

注

意

す

べ

き

は

、

米

韓

両

国

の

対

応

手

段

が

攻

撃

能

力

中

心

の

も

の

と

な

っ

て

い

る

点

で

あ

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

朝

鮮

半

島

に

お

け

る

軍

事

対

立

は

、

南

北

双

方

が

強

力

か

つ

即

応

性

の

高

い

攻

撃

能

力

を

も

っ

て

対

峙

す

る

と

い

う

、

危

険

性

の

高

い

も

の

に

変

化

し

つ

つ

あ

る

。

今

後

、

北

朝

鮮

が

韓

国

に

対

し

て

限

定

的

な

武

力

攻

撃

を

行

う

よ

う

な

場

合

、

韓

国

が

不

満

を

爆

発

さ

せ

て

、

強

力

な

報

復

措

置

を

と

る

可

能

性

も

排

除

で

き

な

い

。

そ

の

よ

う

な

場

合

、

状

況

が

制

御

不

能

に

な

り

、

軍

事

的

エ

ス

カ

レ

ー

シ

ョ

ン

が

発

生

す

る

こ

と

は

十

分

に

あ

り

う

る

。

　

最

後

に

、

北

朝

鮮

の

核

・

ミ

サ

イ

ル

能

力

の

向

上

は

台

湾

の

防

衛

に

も

否

定

的

な

影

響

を

与

え

つ

つ

あ

る

。

現

在

、

台

湾

海

峡

の

軍

事

バ

ラ

ン

ス

が

中

国

に

有

利

に

シ

フ

ト

し

つ

つ

あ

り

、

台

湾

防

衛

に

お

け

る

日

米

同

盟

の

役

割

が

一

層

重

要

に

な

っ

て

き

て

い

る

。

し

か

し

、

日

米

同

盟

は

朝

鮮

半

島

と

台

湾

海

峡

の

両

方

に

対

応

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

た

め

、

朝

鮮

半

島

で

の

防

衛

負

担

が

増

え

る

と

台

湾

海

峡

へ

の

対

処

能

力

が

低

下

す

る

こ

と

に

な

る

。

例

え

ば

、

北

朝

鮮

が

開

発

し

て

い

る

弾

道

ミ

サ

イ

ル

搭

載

潜

水

艦

は

、

騒

音

が

大

き

い

な

ど

核

抑

止

力

と

し

て

の

有

効

性

に

は

疑

問

符

が

付

く

が

、

日

米

両

国

に

対

潜

水

艦

戦

能

力

を

浪

費

さ

せ

る

手

段

と

し

て

は

有

効

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

北

朝

鮮

が

長

射

程

の

巡

航

ミ

サ

イ

ル

を

配

備

す

る

よ

う

に

な

る

と

、

日

米

両

国

の

統

合

防

空

ミ

サ

イ

ル

防

衛

（

Ｉ

Ａ

Ｍ

Ｄ

）

能

力

へ

の

負

担

が

増

加

す

る

。

従

来

、

北

朝

鮮

か

ら

日

本

に

対

す

る

脅

威

は

も

っ

ぱ

ら

弾

道

ミ

サ

イ

ル

に

よ

る

も

の

に

限

定

さ

れ

て

い

た

た

め

、

弾

道

ミ

サ

イ

ル

防

衛

（

Ｂ

Ｍ

Ｄ

）

ア

セ

ッ

ト

の

み

で

対

応

可

能

で

あ

っ

た

が

、

こ

れ

に

巡

航

ミ

サ

イ

ル

の

脅

威

が

加

わ

る

と

、

よ

り

広

範

な

対

応

を

と

る

こ

と

を

余

儀

な

く

さ

れ

る

。

将

来

、

台

湾

海

峡

で

危

機

あ

る

い

は

紛

争

が

発

生

す

る

場

合

に

は

、

中

国

が

北

朝

鮮

に

朝

鮮

半

島

危

機

を

醸

成

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

日

米

の

戦

力

を

分

散

さ

せ

よ

う

と

す

る

可

能

性

は

極

め

て

高

い

。

ま

た

、

北

朝

鮮

が

そ

の

よ

う

な

役

割

を

果

た

せ

る

よ

う

に

す

る

た

め

、

中

国

が

北

朝

鮮

に

対

し

て

軍

事

支

援

を

行

う

こ

と

も

考

え

ら

れ

る

。
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